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巻頭言

２０２０年に思うこと
県北教育事務所 業務次長兼学校教育課長 丹治 光夫

一昨年２０１８年は、「戊辰１５０年」ということで、全国各地で記念イベントが開催され、福島県

でも県立博物館において「戊辰１５０年展」が開催されました。（西日本では「維新１５０年」と呼ば

れていたらしいです。）会津、仙台、新潟、米沢の各博物館を巡ってみて、それぞれの地において、義

を貫き、多くの悲劇がおき、尊い命が数多く失われていったことを改めて感じました。

明治政府より、１８７２年（明治５年）８月に、学制が発布され、今日まで約１５０年もの間、日本

全国で国民皆学の精神のもと、学校教育が展開されてきました。親が子に対して教育を行うのでなく、

親に代わって子どもの心に灯をともし、心を耕すという意味から校名を「代耕小学校」と名付けて学校

教育をスタートさせた地域もあったと聞いたことがあります。日本全国でその地域の発展を願い、未来

の担い手である子どもたちに幸あらんことを願って多くの学校ができていったのだと思います。

さて、今年２０２０年は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催の年であり、我が福島県

でも野球・ソフトボールが開催され、各学校においても、オリパラ教育が展開されているところです。

４年に一度のスポーツの祭典であり、スポーツそのものがもつ素晴らしさやひたむきに努力する選手の

姿を見て、感動を味わいたいと思っています。選手たちの姿を福島の子どもたちが間近に見ることで、

将来はあの選手のようになりたいなどと憧れをもつものと期待しています。私自身も小学校の時、札幌

オリンピックのテレビ中継を当時の担任の先生が教室で見せてくれたのを覚えています。すかさず、雪

積もる堤防に出かけ、ジャンプ台を作ってまねをしたものでした。（さすがに、前回の東京オリンピッ

クの記憶はありません。）聖火リレーは、２０２０年３月２６日にＪヴィレッジを出発します。県内各

地でリレーランナーも決まり、地域を盛り上げてほしいものです。

また、２０２０年は、小学校における新学習指導要領全面実施の年であり、翌年２０２１年は中学校

においても全面実施となります。「主体的・対話的で深い学び」俗に言うアクティブ・ラーニングによ

る授業が展開されていくことになります。「主体的・対話的で深い学び」の「対話的」という文言に関

心をもった方も少なからずいらっしゃるのではないかと思います。「対話」とは学習者の行動を表す言

葉であり、子どもたちにどのような「対話的」な学びをさせるのか、難しいところです。「対話的」な

学びの本質を学校教育に関わるすべての方々と追求していきたいと思います。

パラリンピック後の福島県に期待することとして、パラリンピックの選手の活躍や姿から障がいのあ

る人もそうでない人もお互い理解し合い、尊敬し合う関係の醸成が挙げられます。今後、県北地区に２

つの特別支援学校ができます。地域の子どもたちにとってインクルージョンの機運の高まりは大切です。

これからの県北地域や福島県、広くは日本の４０年後、５０年

後を背負って、その地域を発展・成長へと導いてくれるのは、間

違いなく今、幼稚園、小・中学校、特別支援学校、高等学校に通

っている子どもたちであると思います。その子どもたちが、将来、

直面するかもしれない課題、その課題がたとえ地球的規模の課題

であっても、臆することなく課題解決に取り組ん

でいけるように、その素地を育んでいくことこそ

が今日の学校教育に携わる者すべてが担う使命で

はないかと思うのです。２０２０年が大きな転換

点になるような気がしてなりません。
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学校教育課（指導）

「授業が分からない」ということが、不登校

や登校しぶりの原因の一つとして挙げられてい

ます。ユニバーサルデザインによる授業づくり

を行い、「分かる授業」を提供していくことで、

新規の不登校児童生徒数の減少を図ることがで

きた実践事例がありました。「授業スタンダード」

においても、ユニバーサルデザインでの授業づ

くりを推奨しています。見通しをもって安心し

て学ぶことができる環境づくりを行い、すべて

の子どもにとって「分かる授業」を提供してい

くことは、すべての子どもへの合理的配慮の提

供であるといえます。また、それを土台として、

通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする

子どもたちに、個別の支援をバランスよく行い、

自己有用感、自己肯定感を育み、より一層、よ

さや可能性を引き出していくことが望まれます。

県北教育事務所「【参考資料】主体的・対話的で

深い学びの実現に向けて」P22・23 に資料を掲
載しておりますので、御活用ください。

「子どもの考えをつなぎ、深い学びを創りた

い。｣｢振り返りの時間を確保し、学びの手応え

を味わわせたい。」先生方の悩みに応える指導資

料を作成しました。授業改善に御活用ください。

「総合的な学習の時間」の例

｢【県北版】学校教育指導の重点｣の活用を

令和元年度第４８回福島県教職員研究論文入賞者表彰式

【特 選】 ◇個人研究 学習指導（体育科） 福島市立大笹生小学校 教諭 佐藤 悠

＜運動する楽しさを味わい、主体的に運動する児童を育てる体育指導を目指して＞

～「思考・判断」へアプローチする授業づくりを通して～

【入 選】 ◇個人研究 特別支援教育 本宮市立本宮第二中学校 教諭 最上 俊彦

＜交流及び共同学習で生き生きと学ぶ自閉症・情緒障がい学級の生徒の育成＞

～共生社会を目指したインクルーシブ教育の推進～

＜応募者＞

◇個人研究 学 習 指 導 福島市立矢野目小学校

（算数科） 教 諭 佐藤 翔英

◇個人研究 保 健 指 導 福島市立大笹生小学校

養護教諭 小板橋綾子

◇個人研究 学 習 指 導 福島市立福島第四中学校

（国語科） 教 諭 菅野美由里

◇共同研究 学 習 指 導 伊達市立保原小学校

校 長 佐々木義通

◇個人研究 学 習 指 導 二本松市立油井小学校

（学級活動） 教 諭 工藤 宏美

◇個人研究 学 習 指 導 二本松市立旭小学校

(総合的な学習) 教 諭 小島 裕大

今年度、県北域内では８点の応募がありました。いずれの論文も、新学習指導要領の趣旨を踏ま

え、子どもたちが自らの課題を明確にしながら学習し、解決に取り組む姿が示されていました。

受賞、応募された個人団体は次のとおりです。

不登校を未然に防ぐ取組の一つとして
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◆不祥事根絶、学校事故・教職員事故減少のために◆

本年度も県北教育事務所として、「不祥事ゼロ」と「学校事故・教職員事故等の減少」を重点事項に

掲げ、市町村教育委員会との連携のもと、各学校に実効ある取組をお願いしてきました。各校では、不

祥事ゼロを目指した実践が数多く見られました。しかし、残念ながら皆さんもご存知のとおり、３年ぶ

りに教育長メッセージが出されるなど、教職員の不祥事が後を絶ちません。本域内においても、わいせ

つ行為による懲戒免職事例が２件発生いたしました。事故においても、例年と同様の件数が発生してお

ります。年度末を迎えるこの時期、各学校においては、年度当初に策定した「不祥事根絶のための行動

計画」や昨年開催された学校事故防止対策研究協議会の内容を学校全体で再確認いただくとともに、特

に次の２点に留意し、職員一人一人の危機意識の高揚に努めていただくようお願いいたします。

■ＳＮＳの利用について～信頼される教職員であり続けるために～

児童生徒や保護者と親しい関係になっていたとしても、その関係は教職員と児童生徒、教職員と保護

者の関係から始まっています。ＳＮＳ等で児童生徒や保護者からの相談のやりとりが続くことで「自分

は頼りにされている」との思い込みが強くなり、さらには「助けてあげられるのは自分しかいない」と

いう身勝手な認識が不祥事につながります。教職員間で情報を共有し、私的なやりとりとならないよう

にすることが大切です。

■自動車の運転について～「ゆとり」と「集中」～

日頃から運転には十分注意していただいているとは思いますが、年間を通して交差点での交通事故が

多く見られます。その要因として車間距離の狭さや気のあせり等が挙げられます。改めて「三つの１０」

を実践し、気持ちや時間にゆとりのある運転をお願いいたします。また、「よそ見運転」や「ながら運

転」も運転に集中できないため、咄嗟の判断や運転操作が遅れます。交通事故を未然に防ぐためには、

「ゆとりをもつこと」「運転に集中すること」が大切です。

ふくしまを十七字で奏でよう 絆ふれあい支援事業 ～伝えたい 想い届ける 十七字～

今年度も、たくさんご応募をいただき、ありがとうございました。県北域内では、人と人とのつなが

りの中から生まれた５，３３０組の作品が寄せられ、これまでで最多の応募数となりました。県北域内

の作品をご紹介いたします。

○絆部門 【最優秀賞】 パパのため あかりをつけて 帰り待つ （鳥川小学校４年 星 音羽）

ほろよいで 灯る明かりの うれしさよ （ 父 星 視文）

【優秀賞】 まにあった 洗たくぬれず 良かったね （岡山小学校６年 萩原 菜々美）

黒い雲 雨がそこまで 迫ってる （ 母 萩原 理恵）

○復興部門 【優秀賞】 震災で 町くずれても さいた花 （鳥川小学校５年 中島 虎弥太）

あの時と 同じ野に咲く 小ひまわり （ 母 中島 綾）

地域でつながる家庭教育応援事業「家庭教育支援者地区別研修会」
１１月２７日（水）に福島県青少年会館において、桜の聖母短

期大学の長谷川美香氏を講師に迎え、子どもや保護者の自己肯定

感の形成を支援するための研修を行いました。学校関係者や地域

の家庭教育支援者、保護者、教育行政担当者など、様々な立場の

方々が参加し、充実した研修になりました。

参加者は、講演やグループワークなどを通して、家庭や地域に

おける自己肯定感育成のプロセスや求められる支援観、具体的な

場面での効果的なアプローチの仕方を共有することができました。
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